
介紹

紹
　
介

末
永
先
生
古
稀
記
念
会
刊

末
永
先
生
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢

　
末
永
雅
雄
博
士
の
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
は
博

士
の
知
友
・
門
下
生
の
方
々
の
発
起
に
よ
り
四
四

名
の
考
古
・
歴
史
研
究
老
の
論
文
を
収
め
た
大
部

の
研
究
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
宋
永
博
士
が
著
書
『
臼
本
上
代
の
甲
冑
』
に
よ

り
昭
和
十
一
年
度
帝
国
学
士
院
賞
を
受
け
ら
れ
た

の
は
既
に
三
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
昭
和
四

十
一
年
に
は
博
士
は
そ
の
「
飛
鳥
京
跡
の
研
究
」

に
対
し
て
朝
日
学
術
奨
励
金
を
受
け
ら
れ
近
来
ま

す
ま
す
老
練
と
重
厚
の
学
風
を
発
揮
さ
れ
て
お
ら

れ
る
。
そ
の
問
、
一
二
一
篇
の
単
行
本
・
論
文
等

を
公
表
さ
れ
、
終
始
学
界
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
た

こ
と
は
今
更
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
火
著
『
日
本

上
代
の
甲
胃
』
『
日
本
上
代
の
武
器
』
か
ら
、
小

冊
子
な
が
ら
博
士
の
真
髄
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ

れ
戦
後
に
古
代
史
を
学
ん
だ
も
の
に
強
い
感
鴨
を

与
え
た
『
池
の
文
化
』
等
、
一
つ
一
つ
の
博
士
の

作
品
が
国
費
各
方
面
に
継
承
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
本
論
叢
の
中
で
八
幡
一
郎
氏
は
「
同
感
土
の

こ
れ
ま
で
の
調
査
の
多
く
は
極
め
て
大
規
模
で
あ

り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
学
界
を
稗
益
す
る
こ
と
多

大
で
あ
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
恩
恵
を
蒙
む
る
こ

と
少
く
な
い
㎏
と
述
べ
ら
れ
る
点
は
わ
れ
わ
れ
後

輩
の
ひ
と
し
く
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

が
本
論
叢
の
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
は
っ
き
り
う

か
が
わ
れ
る
。
ま
ず
考
古
学
関
係
の
論
文
と
し
て

古
墳
問
題
に
関
し
て
の
秋
山
論
文
は
、
条
里
制
・

広
範
囲
の
地
域
的
農
業
水
田
陥
発
と
の
関
連
で
繕

え
、
上
田
論
文
は
国
家
権
力
の
視
点
か
ら
、
小
島
論

文
は
土
師
氏
研
究
の
発
展
の
為
に
、
尾
崎
論
文
は

文
献
と
の
共
同
研
究
と
い
う
視
点
を
黒
蓋
し
、
網

干
論
文
は
大
化
薄
葬
令
と
の
関
係
を
、
伊
達
論
文
、

森
論
文
は
被
葬
者
の
問
題
と
し
て
古
墳
を
見
な
お

そ
う
と
い
う
積
極
的
提
言
を
示
し
て
い
る
。
そ
の

他
、
今
日
時
々
刻
々
明
ら
か
に
さ
れ
る
考
古
学
発

掘
の
成
果
が
清
水
、
闘
崎
論
文
で
な
さ
れ
て
い
る
。

清
水
論
文
で
は
、
福
島
県
の
土
城
堤
の
指
摘
が
あ

り
、
土
地
研
究
者
の
浮
田
軍
団
説
と
と
も
に
清
水

氏
の
北
方
に
備
え
た
軍
票
基
地
説
が
留
意
さ
れ
る
。

更
に
末
永
博
士
の
広
範
な
活
躍
を
も
の
が
た
る
も

の
と
し
て
朝
鮮
・
蒙
古
を
対
象
と
し
た
駒
井
論
文
、

渤
海
社
会
を
究
明
し
た
三
上
論
文
、
朝
鮮
の
鉄
製

農
具
に
関
す
る
有
光
論
文
、
銅
器
研
究
史
に
一
頁

を
加
え
た
樋
口
論
文
、
唐
物
一
↑
葬
制
に
つ
い
て
の
杉

本
論
文
も
見
逃
せ
な
い
。
本
論
叢
の
第
二
の
内
容

は
文
化
・
思
想
史
の
好
論
が
収
ま
っ
て
い
る
点
で

あ
る
。
日
本
の
文
化
史
、
伝
統
を
追
求
し
た
も
の

と
し
て
浅
野
論
文
は
仏
堂
の
系
譜
展
開
か
ら
、
柴

田
論
文
は
わ
が
国
古
代
に
固
有
な
罪
の
観
念
・
祓

の
儀
礼
の
変
化
か
ら
迫
ら
れ
、
辻
合
論
文
は
完

全
な
万
字
文
様
の
伝
来
を
論
じ
ら
れ
る
。
更
に
石

田
論
文
は
仏
像
甲
冑
の
変
遷
か
ら
、
辻
本
論
文
は

嫡
子
の
問
題
か
ら
、
宮
崎
論
文
は
横
撃
仏
教
の
精

神
の
継
承
と
い
う
点
か
ら
、
ま
た
網
干
論
文
、
小

野
論
文
は
葬
翻
の
変
化
を
通
し
て
上
代
人
の
意

識
・
習
俗
に
迫
ら
れ
る
。
更
に
本
論
叢
は
従
来
や

や
も
す
る
と
古
代
人
の
創
作
品
生
産
活
動
に
つ
い

て
生
命
を
も
た
な
い
単
な
る
事
物
と
し
か
み
な
い

傾
向
に
対
す
る
自
省
を
迫
る
も
の
と
し
て
そ
う
し

た
も
の
を
精
神
的
側
面
（
古
代
人
の
精
神
的
活
動

の
蓑
現
と
し
て
）
か
ら
考
察
し
た
も
の
が
ふ
く
ま

れ
る
。
池
田
論
文
は
土
器
を
、
江
坂
論
文
は
土
製

獣
類
（
ク
マ
）
を
、
大
場
論
文
は
「
塚
」
「
を
、
嶋

田
論
文
は
「
朱
」
色
の
問
題
を
取
上
げ
る
。
以
上

の
諸
論
文
に
も
も
ち
ろ
ん
著
れ
た
新
し
い
研
究
視

角
・
研
究
方
法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
大
庭
論

文
は
邪
馬
台
国
論
争
に
古
文
書
学
か
ら
の
提
言
を
、

三
木
論
文
は
夏
霞
研
究
の
新
し
い
試
み
を
、
澄
田

論
文
は
サ
ヌ
カ
イ
ト
分
布
を
も
と
に
し
た
大
和
と
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伊
勢
地
方
の
交
流
に
つ
い
て
の
深
し
い
手
が
か
り

を
指
摘
し
、
坂
本
論
文
は
駅
の
立
地
条
件
と
し
て

地
方
の
中
心
的
集
落
で
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
駅

制
研
究
の
新
し
い
役
割
を
提
言
さ
れ
、
斎
藤
論
文

は
扇
分
尼
寺
の
検
討
を
提
唱
し
て
従
来
の
露
分
寺

研
究
の
カ
タ
ワ
な
状
態
に
忠
告
さ
れ
た
。
ま
た
三

品
論
文
は
困
難
な
朝
鮮
封
建
制
度
の
研
究
方
法
と

し
て
、
逆
に
そ
の
成
長
を
妨
げ
る
条
件
の
検
討
を

提
唱
さ
れ
た
。
以
上
の
諸
論
文
の
も
つ
歴
史
研
究

の
可
能
性
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。
第
三
の
内

容
は
以
上
に
も
い
く
つ
か
触
れ
た
文
献
史
学
の
諸

論
文
で
あ
る
。
史
料
批
判
を
行
う
も
の
と
し
て
、

平
山
論
文
は
法
隆
寺
に
関
す
る
文
献
を
、
小
笠
原

論
文
は
茶
酒
論
を
紹
介
検
討
す
る
。
青
永
論
文
は

史
料
に
み
る
雷
葉
の
意
味
の
変
化
へ
の
留
意
と
そ

の
歴
史
過
程
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
、
一
一
葉
論
文
、

横
田
論
文
は
書
紀
編
纂
過
程
と
原
史
料
と
の
関
係

を
、
薗
田
論
文
は
散
失
し
た
日
本
書
紀
系
図
一
巻

が
帝
王
系
図
で
あ
っ
た
こ
と
を
つ
き
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
歴
史
内
容
に
ふ
み
こ
ん
だ
も
の
と
し
て
、

井
上
論
文
は
推
古
期
の
諸
問
題
の
再
検
討
の
必
要

性
を
述
べ
、
岸
論
文
は
県
犬
養
三
千
代
の
本
貫
を

河
内
に
比
定
す
る
見
解
か
ら
、
天
平
元
年
の
変
で

の
藤
原
氏
の
役
割
、
東
大
寺
創
建
に
お
け
る
光
鴫

皇
后
の
役
割
を
指
摘
し
た
。
直
木
論
文
は
代
々
の

都
宮
の
大
極
殿
の
門
の
変
化
を
律
令
体
制
形
成
過

程
の
天
皇
の
権
力
構
造
の
変
化
の
問
題
と
し
て
捉

え
た
も
の
、
角
煮
論
文
は
律
令
体
制
下
の
臼
本
に

お
い
て
兵
士
か
ら
将
軍
へ
と
い
う
至
難
な
特
進
を

と
げ
た
池
原
綱
主
を
通
し
て
律
令
国
家
の
展
開
に

ふ
れ
た
愚
論
で
あ
る
。
本
論
叢
は
学
問
成
果
と
い

う
側
面
か
ら
い
っ
て
も
以
上
の
如
く
充
実
し
た
論

稿
に
満
ち
て
い
る
が
、
特
に
詣
濁
し
て
お
き
た
い

の
は
研
究
者
の
姿
勢
・
心
が
ま
え
と
も
い
う
べ
き

点
で
大
き
な
内
容
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
本
美
術
史
研
究
の
再
検
討
を
問
う
下
店
論
文
は

歴
史
研
究
の
前
進
の
為
に
常
に
自
己
批
判
を
し
、

学
界
全
体
と
し
て
の
発
展
を
生
み
だ
す
為
に
全
て

の
研
究
者
は
大
局
の
立
場
に
立
つ
こ
と
を
要
諮
し

て
い
る
。
大
場
論
文
は
有
名
な
古
墳
や
経
塚
で

さ
え
土
地
開
発
の
鍬
光
に
か
け
ら
れ
て
い
る
現
在

「
野
の
文
化
財
」
は
風
前
の
燈
火
で
あ
る
と
述
べ

文
化
財
保
護
の
為
の
正
し
い
視
点
を
提
起
し
て
い

る
。
．
主
神
の
成
立
に
関
す
る
肥
後
論
文
は
、
太
平

洋
戦
争
の
経
験
か
ら
「
研
究
の
自
由
」
の
得
が
た

い
こ
と
を
述
懐
さ
れ
、
八
幡
論
文
は
、
新
し
く
弥

生
社
会
の
紡
錘
車
の
体
系
的
研
究
に
と
り
く
も
う

と
い
う
考
古
学
研
究
へ
の
情
熱
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
更
に
多
く
の
研
究
者
と

と
も
に
氏
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
を
進
め
て
い
く
姿

勢
に
、
わ
れ
わ
れ
後
輩
は
多
く
の
教
訓
を
う
る
次

第
で
あ
る
。
博
士
が
わ
が
考
古
学
界
に
寄
与
さ
れ

た
数
々
の
業
績
と
と
も
に
、
後
生
無
機
の
功
を
高

く
評
価
さ
れ
る
ゆ
え
ん
を
み
る
。
末
尾
に
な
っ
た

が
本
論
叢
収
載
の
論
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
前
方
後
円
墳
の
企
劃
性
と
条
里
制
地
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
日
出
雄

　
日
本
仏
堂
建
築
の
系
譜
　
　
　
　
浅
野
　
　
清

　
大
化
甲
申
詔
に
み
え
る
墳
墓
の
規
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綱
干
善
教

　
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
鉄
製
農
具
の
変
遷
に
つ

　
い
て

瓶
尊
と
古
代
人
の
清
緒

仏
像
の
よ
ろ
い

推
古
朝
の
諸
問
題

前
方
後
円
墳
の
兆
域
の
諸
物
題

上井蒲池有
田上田田光

宏　罪源教
範薫作太一

縄
文
土
羅
文
化
後
晩
期
の
熊
と
思
わ
れ
る

　
土
製
品
に
つ
い
て
　
　
　
　
江
坂
輝
弥

歴
史
時
代
に
お
け
る
「
塚
」
の
考
古
学
的
考

　
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
場
　
磐
雄

「
卑
弥
呼
を
親
魏
倭
王
と
す
る
制
書
し
を
め

　
ぐ
る
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
大
庭
　
　
脩

漢
代
に
お
け
る
池
溝
前
発
と
そ
の
輪
帯
－
安

　
徽
省
寿
県
安
豊
塘
遺
跡
－
　
　
岡
崎
　
　
敬

敦
爆
本
「
茶
酒
論
」
に
つ
い
て
　
小
笠
原
宣
秀
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紹介
古
墳
考
察
の
た
め
の
文
献
資
料
の
一
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
崎
喜
左
雄

東
大
寺
献
物
帳
に
つ
い
て
　
　
　
小
野
　
勝
年

県
犬
養
橘
宿
禰
三
千
代
を
め
ぐ
る
腕
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

土
師
中
腹
と
古
墳
　
　
　
　
小
島
俊
次

麟
麟
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駒
井
　
和
愛

国
分
僧
寺
と
国
分
尼
寺
と
の
距
離
及
び
方
位

　
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
斎
藤
　
　
忠

大
和
の
古
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
太
郎

古
代
の
罪
と
祓
に
つ
い
て
の
再
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
　
実

古
墳
に
遣
存
す
る
朱
に
つ
い
て
　
腰
窓
　
　
暁

福
島
県
真
野
古
墳
群
　
　
　
　
　
清
水
　
潤
三

日
本
美
術
史
の
誤
謬
、
改
訂
、
及
び
問
題
点

　
に
就
い
て
の
覚
書
　
　
　
　
　
下
店
　
静
市

唐
代
の
葬
制
に
つ
い
て
一
唐
代
墓
葬
考
浜
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
本
　
憲
司

伊
勢
湾
沿
岸
に
分
布
す
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
（
讃

　
岐
岩
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
澄
田
正
一

爲
本
書
紀
の
系
図
に
つ
い
て

古
墳
・
寺
・
氏
族

万
字
文
様
に
つ
い
て

丁
子
考

池
原
綱
主

　
薗
田
　
香
融

　
伊
達
宗
泰

辻
合
喜
代
太
郎

　
辻
本
　
直
男

　
角
田
　
文
衛

大
極
殿
の
門
　
　
　
　
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎

ブ
ラ
ン
デ
ー
ジ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
銅
羅
に
関

　
回
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
隆
康

日
本
の
主
神
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
　
和
男

古
今
一
陽
集
撰
者
考
　
　
　
　
　
平
山
敏
治
郎

元
典
寺
縁
起
と
日
本
書
紀
　
　
二
葉
憲
香

高
運
麗
と
渤
海
1
そ
の
社
会
・
文
化
の
近
親

　
性
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上

中
形
袈
裟
露
文
銅
鐸
に
つ
い
て
　
三
木

朝
鮮
に
お
け
る
封
建
制
度
　
　
　
三
品

横
川
仏
教
の
一
勧
　
　
　
　
　
宮
崎
・

葬
法
の
変
遷
よ
り
み
た
古
墳
の
終
宋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

弥
生
時
代
紡
錘
車
覚
書
　
　
　
　
八
幡

孝
徳
紀
白
雑
元
年
条
の
文
体
と
用
語
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
田

允
馳
駆
の
歌
に
見
え
る
「
時
時
」

　
意
味
と
を
巾
心
に
し
て
　
　
吉
永

　
　
（
B
5
判
　
　
六
九
四
百
ハ

　
　
七
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
の
読
み
と

　
　
昭
和
四
二
年
一
〇
月

末
永
先
生
古
稀
記
念
会
刊
）

　
　
　
　
（
野
田
嶺
志
）

　と健　一浩　円彰文次
登　一　郎一　遵英雄男

　
例
会
予
告

日
時
　
十
月
五
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
扁
疇
よ
り

場
所
　
京
都
大
学

　
　
　
　
　
　
文
学
部
第
一
講
義
窒

漢
籍
の
紙
背
文
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竺
沙
雅
章
氏

織
豊
政
権
の
問
題
点
　
朝
尾
直
弘
琉

巫
M
M
籍
胆
請
一
定
三
三
〇
〇
円

　
史
林
（
第
五
一
巻
第
一
二
）

　
　
　
京
都
市
在
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
　
　
井
　
上
　
智
　
勇

　
　
　
　
京
都
市
下
窟
区
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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